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物  質  名 トリプロピレングリコールモノメチルエーテル ＤＢ－27 

別  名 

2-{2-[2-メトキシ(メチル）エトキシ］(メ
チル）エトキシ｝(メチル）エタノール、

トリ（イソプロピレングリコール）モノ

メチルエーテル、トリ(1,2-プロピレング

リコール）モノメチルエーテル 

構 造 式 
 
 

 

 

CAS 番号 25498-49-1 
PRTR 番号 － 

化審法番号 

2-438(トリプロピレングリコールモノメチル

エーテル) 
7-97（ポリオキシアルキレン(C2～4,8)モノア

ルキル(又はアルケニル)(C1～24)エー

テル(ｎ=1～150)） 
分子式 C10H22O4 分子量 206.28 
沸点 242.4℃1) 融点 -77.8 ℃1) 
蒸気圧 5.99×10-3 mmHg（25℃、実測値）2） 換算係数 1 ppm = 8.44 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.3（25℃、推測値）3） 水溶性 自由混和 3） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 3,200 mg/kg  4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、150、360、1,010 mg/m3 を 2 週間（6 時間/日、5 日/週の頻度で計 9 回）吸入させ

た結果、360 mg/m3 以上の群の雄及び 1,010 mg/m3 群の雌で肝臓重量の増加を認めたが、肝臓

の組織の変性はなかった 5)。この結果から、NOAELを 150 mg/m3（ばく露状況で補正：24 mg/m3）

とする。 
・マウスに 0、150、360、1,010 mg/m3 を 2 週間（6 時間/日、5 日/週の頻度で計 9 回）吸入させ

た結果、150 mg/m3 以上の群の雄及び 1,010 mg/m3 以上の群の雌で肝臓重量の増加を認めた。

1,010 mg/m3 群の雄では、肝小葉周辺部で好酸球増多を認めた 5) 。この結果から、LOAEL を

150 mg/m3（ばく露状況で補正：24 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラット、マウスに 0、150、360、1,010 mg/m3 を 2 週間（6 時間/日、5 日/週の頻度で計 9 回）

吸入させた結果、ラット及びマウスの 150 mg/m3 以上の群で、ばく露に関連した生殖器官へ

の影響はなかった 5)。 
・ラットに 0、100、300、1,000 mg/m3 を妊娠 6 日から 15 日（6 時間/日）まで吸入させた結果、

1,000 mg/m3 群の鼻口部周辺で赤色の汚れがみられたが、100 mg/m3 以上の群で体重、臓器重

量、妊娠への影響はなかった。胎仔では、100 mg/m3 以上の群で生存数、体重、性比等への影

響はなく、ばく露に関連した奇形、変異もみられなかった 6) 。この結果から、母ラットの

NOAEL を 300 mg/m3（ばく露状況で補正：75 mg/m3）、胎仔の NOAEL を 1,000 mg/m3（ばく

露状況で補正：250 mg/m3）以上とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・軽度に眼を刺激する。飲み込むと嘔吐することがあり、誤嚥性肺炎を引き起こすことがある。

眼に入ると発赤を生じる 7) 。 
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・本物質を 2.432％含む床の手入れ製品を用いて、前日に 6～8 時間の作業を行った女性労働者で、

見当識障害や詳細不明の神経系への影響の訴えがあり、病院に搬送されたとの報告 8) がある。

なお、女性労働者が手袋を着用して作業していたかどうかは不明である。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
  吸入ばく露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 150 mg/m3（肝臓重

量の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 24 mg/m3 とし、LOAEL であることから 10 で除し、

試験期間が短いことから 10 で除した 0.24 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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